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９月４日｢業務委託の一部解消及び乗務員による分割・併合作業の実施について｣の

提案を受けました。 

会社は、「変革2027」に掲げたビジョンを具現化するため、技術の向上と効率的な

業務運営体制の構築やグループ内外の企業との連携を推進し、経営体質を抜本的に 

強化する必要がある。今後もこれまでの役割分担にとらわれない柔軟な働き方を実現

するために、安全・安定輸送を確保しつつ実施するとしています。 
 

提案された内容は、以下の通りです。 

１.実施内容 

株式会社東日本運輸サービスによる熱海駅での分割▪併合作業の業務委託を一部

解消し、乗務員による分割▪併合作業を実施する。 

２. 実施箇所 

小田原▪伊豆統括センター（熱海事務所） 

３.実施時期 

2025年春 

４.周知▪教育 

必要な周知▪教育は実施する。 
 

※提案のポイント 

▪ エルダー社員が減少となり、効率的な作業を行うため将来的に本体社員が行う。 

▪ 構内運転士（JETS社員）の作業量は今後無くなる場合がある。 

▪ 箇所体制の変更はないため、要員については変更なし。今後、ダイヤ改正で  

変わる場合もある。 

▪ 作業を行う列車本数については、JETS と調整をしていく。 

▪ 駅社員の作業内容について変更はない。 

▪ 分割▪併合作業を熱海事務所の運転士が担う。 

▪ 社員の活躍フィールドを拡大していきたい。効率的な作業を区所▪JETS と調整を 

していく。 

▪ 今後、他の駅への波及は、同じ線区ならありうる。 
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